






アイバリア•アイバリアの施工にあたって

1.下記の揚合には、施工は避けて下さい。
① 天候 特に外部での施工

a. 雨天時での施工
施工前/施工中/施工後に過剰な湿気や水がかかると、厶ラになり白く固まってしまい

ますので雨天時には施工しないで下さい。乾燥養生の間にも雨があたらないよう、施工

後の天候にも気をつけて下さい。

b. 暑い時期/気温℃以上での施工
寒い時期/気温℃以下での施工

石材が熱いと乾燥が早すぎ、拭き取りがうまくいきません。

② 石材の状態

a. 濡れている状態/湿気の多い状態
b. 石材下部から水が染み上がっている状態一斑点状
c. 目地周辺に水やコーキング材の油分シミがある揚合
d. ワックスが塗布されている、またはされたことがある石材

特にバーナー等の凹凸仕上げ面では、石材の空隙に浸透したワックスを完全に除去する

ことが難しいため。

=>いずれの揚合も保護剤の均一な浸透が妨げられるため、色厶ラが発生します。

2. 均一な色相に仕上げるための確認作業
新築時においても塗料、コーキング、モルタル等が付着していることが、多くあります

ので、必ず除去して下さい。

特に目地周辺では、それらが石材側面より染み込んでいることがありますので、

水を染みこませ、色合いや乾燥具合などで確認して下さい。

3. 裏面/側面処理材として使用しないで下さい。
セメントモルタルやコーキング材とは接着しません。

4. 剥離について
専用剥離剤「イシノールハクリ」と「ネンドル」による湿布吸着工法で
剥離することができます。
⇒再塗布を前提とした剥離をする揚合は弊社へ、ご連絡下さい。

【注意事項】

●ご使用に関しては、施エマニュアルを必ず読んで下さい。

●危険物に該当しますので、火気には十分注意して下さい。

●有機溶剤を含んでいますので、室内での作業は換気を十分に行い、必要に応じ有機ガス用防毒マスクなどを着用して下さい。

●取り扱いは、皮膚に触れないようにし、保護手袋、保護眼鏡、保護衣を着用して下さい。

●眼に入った場合は、直ちに大量の水で良く洗い流した後、必要に応じて医師の診察を受けて下さい。

●皮膚や作業着に付着した場合は、水と石鹼で十分に洗い落として下さい。

●容器から出す場合は、こぼれないように注意して下さい。もし、こぼれた場合はウェスなどで拭き取って下さい。

●保管場所については、直射日光を避け℃以下の換気の良い涼しい場所で施錠をし、火気熱源から離れた場所に保管下さい。

●容器のフタは、薬剤を出す時以外はしっかりと閉めて下さい。

●他の溶剤を混合することなく、原液を使用して下さい。

●スプレー塗布は絶対に行わないで下さい。(厳禁)

●安全な取り扱い、使用上の注意、保管方法の詳細につきましては、安全データーシート(をご参照下さい。
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